
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

中干しが未実施の株 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

 

 

 

○水不足で用水確保が難しい「ほ場」ほど溝切りをしっかりしましょう！！！ 

ほ場内の用水を確保しつつ「溝切り」は実施し、少ない水でも素早く潅水できるように切る本数を増やす。 

雨が期待できる場合 ⇒ 溝の表面に多少水が溜まる程度の管理を繰り返す（間断かん水） 

雨の期待できない場合 ⇒ 溝切りのみ実施し、用水確保に努め浅水管理とする。 

 

 

 

 

 

 
中干しを実施し、過剰生育を防止しましょう！！ 
過剰生育を防止することで未熟粒の発生を軽減きます！（未熟粒は昨年の格落ち要因第１位） 

 

中干しの効果 
品質向上！ 

 

 

 
粒は大きく 

張りは厚い！ 

◎ 根と共に葉が広がる！ 

葉の受光態勢を良くし光合成を活発化させ、登熟性が高まります！ 

田植え 

5月 5日 

落水開始！ 

６月１０日 

（水が無くなったら

中干しとする） 

間断かん水 

６月２９日 

３５日経ったら 

２週間を目安に！ 

低地力または漏水田の場合 

◎田面が乾き過ぎないように 

４～７日に１回入水しましょう 

○ここで中干しに加え 

 … 「溝切り」を併せて行なうと効果ＵＰ！！ 
 周囲と、中の８～１０条に１本溝を切り、溝と溝

を連結させる。  
  

全体が排水される     溝に阻まれ排水が滞る 

 
 

NG ◎ ケイ酸資材の施用で更に品質向上！ 

ケイ酸資材を施用することによって、高温障害・心白粒の発生 

登熟不足の軽減効果があります！  

中干しの程度は田面に「小ヒビ」が 

入る程度が目安です。 

・・・詳細は裏面へ！ 

中干し未実施 

品質低下… 

 

 

 粒は小さく 

張り薄い！ 

中干しを実施した株 
草丈が高く色が濃い 

（日陰で育った稲のように…） 

 
 

OK！ 

上根がでずに穂肥が 

吸われない 



令和元年６月 

水稲の高温障害対策は 

ケイ酸のクーラー効果で備えを！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケイ酸を施用すると（効果） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果 

 

 

 
 

 

更にケイ酸の効果として 

倒伏の軽減や食味の向上も期待できます。 

 

対策として（中間追肥） 

中干し終了後はケイ酸の追肥の時期を迎えます。 

施用していない方は６月下旬から７月上旬に施用しましょう。 
（秋の土づくり、春の基肥で十分にケイ酸資材を施用している場合は不要です） 

 

     ＪＡ佐渡営農事業部 営農企画課 

光合成が活発になり、デンプンのモミへの蓄積が良くなり 

乳心白米の発生が軽減され品質が向上します！ 

ケイ酸施用によって根の活性が高

まり、蒸散が多くなるため、イネの

葉の温度が高くなるのを防ぎます。 


